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赤池観音↓

相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
と
は

　

相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
は
、

人
吉
球
磨
の
各
所
に
点
在
し
て
い

る
35
観
音
（
22
番
札
所
と
24
番
札

所
が
２
つ
ず
つ
あ
る
）
を
巡
拝
す

る
も
の
で
、秋
の
彼
岸
は
１
週
間
、

春
は
平
成
13
年
か
ら
１
日
だ
け
全

て
の
観
音
堂
が
開
放
さ
れ
る
「
一

斉
開
帳
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
近

年
は
観
光
資
源
と
し
て
も
注
目
さ

れ
、「
ひ
と
よ
し
・
く
ま
旬
夏
秋

冬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
」

（
旬
キ
ャ
ン
）
の
主
要
事
業
と
し

て
、
Ｐ
Ｒ
も
行
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
成
果
も
あ
り
、
参
拝
者
数
も
増

加
。
平
成
12
年
の
秋
の
一
斉
開
帳

時
に
は
、
の
べ
３
万
６
，
５
１
４

人
だ
っ
た
参
拝
者
数
が
、
平
成

21
年
に
は
初
め
て
５
万
人
を
突
破

（
の
べ
５
万
６
，４
９
４
人
）し
た
。

始
ま
り
は
江
戸
時
代

　
「
相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
」

が
始
ま
っ
た
時
期
は
特
定
さ
れ

て
い
な
い
が
、
一
説
に
よ
る
と

３
３
０
年
ほ
ど
前
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
遅
く
と
も
、
江
戸
時
代
の

中
頃
に
は
成
立
し
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

三
十
三
観
音
め
ぐ
り
は
庶
民
の
中

か
ら
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
て
き

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

◇
相
良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り

１番　清
きよみず

水観音 ２番　中
な か お

尾観音

33番　赤
あかいけ

池観音13番　観
かんのんじ

音寺観音

11番　永
なが た

田(芦
あしはら

原)観音10番　瀬
せ は ら

原観音

９番　村
むらやま

山観音８番　湯
ゆ

の元
もと

観音

７番　石
いしむろ

室観音６番　嵯
さ が り

峨里観音

４番　三
さんじがはる

日原観音３番　矢
や ぜ

瀬が津
つ る

留観音

お
接
待

　

三
十
三
観
音
め
ぐ
り
に
は
、
人

吉
球
磨
の
美
し
い
自
然
や
歴
史
的

建
造
物
な
ど
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ

る
。
そ
の
中
の
最
も
大
き
な
魅
力

の
一
つ
に
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
引

き
継
が
れ
て
き
た
、
地
元
の
人
た

ち
に
よ
る
お
接
待
が
あ
る
。

　

一
斉
開
帳
の
時
期
に
な
る
と
参

拝
者
の
た
め
に
朝
早
く
か
ら
、
お

茶
や
地
の
物
を
使
っ
た
手
作
り
の

料
理
が
並
ぶ
。
石い

し
む
ろ室

観
音
で
お
接

待
を
し
て
い
る
方
が
「
お
接
待
用

の
料
理
を
作
る
の
が
悩
み
で
も
あ

り
、
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
」
と

話
さ
れ
た
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

参
拝
者
が
参
拝
を
終
え
る
と

「
お
茶
で
も
い
か
が
で
す
か
？
」

と
笑
顔
で
お
茶
を
す
す
め
る
。
そ

の
あ
と
始
ま
る
世
間
話
に
参
拝
者

の
顔
も
ほ
こ
ろ
ぶ
。
こ
ん
な
場
面

が
各
札
所
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

　

郡
市
外
か
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に

添
乗
し
三
十
三
観
音
の
説
明
を
続

け
ら
れ
て
い
る
人
吉
観
光
案
内
人

協
会
の
鶴つ

る
が
み
か
ん
じ

上
寛
治
会
長
は
「（
バ

ス
ツ
ア
ー
の
客
は
）
人
と
人
と
の

交
流
を
楽
し
み
に
し
て
来
ら
れ
る

方
が
多
い
。
お
接
待
に
出
さ
れ
た

煮
豆
を
気
に
入
っ
て
、
レ
シ
ピ
を

も
ら
っ
て
帰
る
方
も
い
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
た
。

観
音
め
ぐ
り
の
マ
ナ
ー

　

観
音
め
ぐ
り
を
す
る
際
に
気
を

つ
け
た
い
こ
と
は
何
か
？
９
番
札

所
の
堂ど

う
も
り守

を
さ
れ
て
い
る
観
蓮
寺

の
那
須
住
職
に
お
尋
ね
し
た
と
こ

ろ
「
観
音
め
ぐ
り
は
心
の
洗
濯
。

お
接
待
の
人
や
ほ
か
の
参
拝
者
と

の
ふ
れ
あ
い
や
情
報
交
換
を
楽
し

み
な
が
ら
、
２
〜
３
年
か
け
て

ゆ
っ
く
り
一
巡
さ
れ
る
の
も
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
参

り
す
る
際
に
は
、
後
か
ら
来
ら
れ

る
人
の
た
め
に
観
音
さ
ま
の
正
面

を
は
ず
し
て
横
に
ず
れ
て
お
参
り

し
、
観
音
さ
ま
を
お
参
り
し
た
証

で
あ
る
『
法
印
帳
』
は
、
参
拝
し

た
あ
と
に
押
印
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
」と
お
話
し
に
な
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
旬
キ
ャ
ン
発
行
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
「
相
良
三
十
三
観
音
め

ぐ
り
」
に
も
あ
る
よ
う
に
一
斉
開

帳
期
間
に
お
接
待
を
受
け
た
場
合

は
心
付
け
を
す
る
の
が
礼
儀
だ
ろ

う
。

ひ
と
よ
し
再
発
見

　
「
地
元
の
人
が
お
参
り
を
続
け
、

お
接
待
を
続
け
て
き
た
か
ら
、
そ

の
ま
ま
の
形
で
観
音
め
ぐ
り
は
続

い
て
き
た
。
純
朴
な
土
地
柄
、『
お

ひ
と
よ
し
』な
土
地
柄
の
お
か
げ
」

（
鶴
上
会
長
談
）
と
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
こ
の
人
吉
球
磨
の
純
朴
な

土
地
柄
ゆ
え
続
い
て
き
た
三
十
三

観
音
め
ぐ
り
。
し
か
し
意
外
と
人

吉
に
住
む
私
た
ち
が
知
ら
な
い
こ

と
も
多
い
。

　

故
郷
の
自
然
を
愛
で
な
が
ら
、

お
接
待
で
心
の
交
流
を
楽
し
み
、

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
、
文
化

を
学
ぶ
。
あ
な
た
も
、
そ
ん
な
一

日
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
？
新
し
い
ひ
と
よ
し
が
発

見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

“

ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と  

再
発
見

再
発
見

法印帳巡礼服・杖・鈴御詠歌（ごえいか）

参
拝
し
た
証
に
各
観
音
堂
に

あ
る
法
印
を
押
印
す
る
。
観

光
案
内
所
な
ど
で
販
売
。

巡
礼
服
と
笠
は
、
観
光
案
内

所
で
レ
ン
タ
ル
可
。
杖
・
鈴

も
今
年
か
ら
販
売
。

観
音
さ
ま
を
ほ
め
た
た
え
る

歌
。
各
観
音
堂
に
は
２
首
ず

つ
奉
納
さ
れ
て
い
る
。

人
と
ふ
れ
あ
い

　

自
然
と
ふ
れ
あ
い

　
　

歴
史
と
ふ
れ
あ
う

人吉市内の観音さま
市内12札所の観音さまです

市
内
観
音
さ
ま
マ
ッ
プ

　
　

ア
ズ
キ
…
一
斉
開
帳
な
ど
特
別
な
日
に
開
帳

　
　

ミ
ド
リ
…
年
間
を
通
じ
て
常
に
開
帳

2広報ひとよし　10月号



生活排水処理施設整備計画区域（原案）へのご意見を募集します

　市では熊本県生活排水処理施設構想の策定にともない、生活排水処理施設整備計画区域の原案を策定しまし
た。公共下水道区域と浄化槽区域の区域分けを行い、今後の生活排水の処理構想として適切に運用するもので
す。
　下記計画図をご覧いただき、今回策定したこの原案について幅広いご意見をお聞かせください。
　また、図面の縮尺の関係で公共下水道区域と浄化槽区域の境が判断できない方は、お気軽に市下水道課まで
おたずねください。

募 集 期 間　10月１日（金）～ 15日（金）
提 出 方 法　住所、氏名、電話番号を記入し、持参、郵送、ＦＡＸ、Ｅメールでご提出ください。
意見の取扱い　①提出いただいたご意見を考慮して、計画区域の検証、調整を行う予定です。　

②ご意見の概要と市の考えを、市ホームページおよび市下水道課で一定期間公表します。
注 意 事 項　①ご意見は氏名などの個人情報を除き公表することがあります。

②ご意見の提出様式は定めていません。
提出・問合せ　市水道局下水道課（〒８６８-００８５ 人吉市中神町城本１３４５-１

☎２２‒２１１１（内線６１２３、６１２４）、℻  ２４-５９２９）
　　　　　　　Ｅメール　gesuidou@city.hitoyoshi.lg.jp　　　　　

交通規制のお知らせ
　当日は下記地図のとおり交通規制を行います。特に水の手
橋と水の手橋から中央信金までの道路は、午後４時から全面
通行止めになりますのでご注意ください。
　また、大手橋から人吉乳児保育園そば三差路までが一方
通行になり、大手橋は午後６時30分から９時30分までの間、
歩行者専用道路になります。車両の進入は一切できません。
（花火大会延期の場合、交通規制も同様に延期になります）
　関係各町内の皆さんには、ご迷惑をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。
問合せ　人吉商工会議所（☎２２‒３１０１）
　　　　市観光振興課（☎２２‒２１１１内線５１４１）　

↓

10月11日（月）体育の日
※小雨決行・荒天10月30日（土）
午後７時～８時30分
中川原公園・ふるさと歴史の広場

※翌日の10月12日（火）午前６時から、クリーン人吉運動早朝清掃が行われます。
4広報ひとよし　10月号5 HITOYOSHI　2010.10.01



152億
1,501万3千円

歳 出歳 出
157億

人吉市の財政状況

平成21年度普通会計

決算決算
報告報告

　

平
成
21
年
度
普
通
会
計
歳
入
額
は

１
５
７
億
８
，
１
１
５
万
９
千
円
で
、
前
年

度
と
比
較
し
て
９
億
５
，
１
９
８
万
３
千

円
の
増
。
歳
出
額
は
１
５
２
億
１
，

５
０
１
万
３
千
円
で
、
前
年
度
よ
り

８
億
８
，
２
８
３
万
６
千
円
の
増
に
な
り

ま
し
た
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は
５
億
６
，

６
１
４
万
６
千
円
の
プ
ラ
ス
で
、
前
年
度
よ

り
６
，
９
１
４
万
７
千
円
の
増
に
な
り
ま
し

た
。

　

市税（24.4％）市税（24.4％）
38億4,695万38億4,695万
　　　　　5千円　　　　　5千円

その他その他【使用料など】【使用料など】
　　　　　　　　　　　　（9.6％）（9.6％）
15億907万5千円15億907万5千円

地方交付税（30.0％）地方交付税（30.0％）
47億3,796万3千円47億3,796万3千円

国庫支出金国庫支出金
（17.3％）（17.3％）
27億2,568万27億2,568万
　　　　　2千円　　　　　2千円

県支出金（7.7％）県支出金（7.7％）
12億1,120万9千円12億1,120万9千円

市債（6.9％）市債（6.9％）
10億9,110万円10億9,110万円

その他その他【交付金など】【交付金など】（4.1％）（4.1％）
6億5,917万5千円6億5,917万5千円

8,115万9千円

歳 入歳 入
民生費（34.4％）民生費（34.4％）
52億1,248万52億1,248万
　　　　　5千円　　　　　5千円

総務費（14.5％）総務費（14.5％）
22億1,291万22億1,291万
　　　　　1千円　　　　　1千円

土木費（10.8％）土木費（10.8％）
16億3,947万16億3,947万
　　　　　2千円　　　　　2千円

公債費（10.5％）公債費（10.5％）
16億40万7千円16億40万7千円

衛生費（9.9％）衛生費（9.9％）
15億438万円15億438万円

教育費（8.4％）教育費（8.4％）
12億7,784万12億7,784万
　　　　　5千円　　　　　5千円

商工費（3.3％）商工費（3.3％）
5億917万3千円5億917万3千円

消防費（3.2％）消防費（3.2％）
4億8,862万4億8,862万
　　　　　5千円　　　　　5千円

農林水産業費農林水産業費（2.6％）（2.6％）3億9,902万2千円3億9,902万2千円
その他その他【労働費・議会費など】【労働費・議会費など】（2.4％）（2.4％）

3億7,069万3千円3億7,069万3千円
歳
入
は
１
５
８
億
円

　

歳
入
で
は
、
国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
な

ど
が
前
年
度
よ
り
大
幅
に
増
加
し
、
市
税
や

使
用
料
な
ど
が
減
少
し
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
前
年
度
と
比
べ
て
約
44
％

（
約
８
億
３
千
万
円
）
増
え
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
世
界
的
な
不
況
を
受
け
て
国
の
経
済
危

機
対
策
予
算
が
増
加
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

国
か
ら
人
吉
市
に
交
付
さ
れ
た
お
金
が
増
え

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
県
支
出
金
も
前
年
度

比
約
32
％
（
約
２
億
９
，
４
０
０
万
円
）
増

え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
不
況
に
よ
っ
て
職

を
失
っ
た
人
の
雇
用
を
創
出
す
る
た
め
の

お
金
（
緊
急
雇
用
創
出
交
付
金
な
ど
）
が
県

か
ら
市
に
交
付
さ
れ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で

す
。

　

市
税
は
景
気
の
低
迷
や
人
口
の
減
少
に
よ

り
前
年
度
と
比
べ
約
１
億
５
，
５
０
０
万
円

減
少
し
、
歳
入
全
体
の
約
24
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
市
税
と
使
用
料
・
手
数
料

な
ど
を
合
わ
せ
た
自
主
財
源
（
人
吉
市
が
自

主
的
に
確
保
で
き
る
財
源
）
は
歳
入
全
体
の

34
％
し
か
な
く
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
や

国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い

る
状
況
は
長
年
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

歳
出
は
１
５
２
億
円

　

歳
出
で
は
、
総
務
費
、
教
育
費
、
民
生
費

な
ど
が
増
加
し
、
土
木
費
な
ど
が
減
少
し
ま

し
た
。

　

総
務
費
は
前
年
度
よ
り
約
44
％
（
約

６
億
７
，
８
０
０
万
円
）
の
大
幅
増
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
定
額
給
付
金
の
給
付
（
約

５
億
８
千
万
円
）
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
の

支
援
に
使
う
民
生
費
も
前
年
度
よ
り
約

【
用
語
解
説
】

﹇
普
通
会
計
と
公
営
事
業
会
計
﹈　

自
治
体
の

会
計
は
、
大
別
し
て
普
通
会
計
と
公
営
事
業
会

計
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
人
吉
市
の
普
通
会
計
は
、

一
般
会
計
、
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
特
別
会
計
、
人

吉
球
磨
地
域
交
通
体
系
整
備
特
別
会
計
の
３
会

計
で
す
。

自
主
財
源　

市
町
村
が
自
主
的
に
確
保
で
き
る

財
源

依
存
財
源　

国
や
県
の
意
思
決
定
に
基
づ
き
収

入
さ
れ
る
も
の

市
税　
市
民
・
事
業
所
か
ら
納
め
ら
れ
る
税
金

地
方
交
付
税　

国
が
財
政
状
況
に
応
じ
て
配
分

す
る
お
金

国
庫
支
出
金　

特
定
の
事
業
の
た
め
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
お
金

県
支
出
金　

特
定
の
事
業
の
た
め
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

市
債　

特
定
の
事
業
の
た
め
借
り
入
れ
る
お
金

民
生
費　

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
の
支
援
に
使

う
お
金

総
務
費　

市
の
全
般
的
な
運
営
管
理
に
使
う
お

金土
木
費　

道
路
や
橋
な
ど
の
整
備
や
維
持
管
理

に
使
う
お
金

公
債
費　

市
の
借
金
（
市
債
）
を
返
済
す
る
お

金衛
生
費　

健
康
診
断
や
ご
み
処
理
な
ど
に
使
う

お
金

教
育
費　

小
・
中
学
校
や
生
涯
学
習
な
ど
に
使

う
お
金

商
工
費　

商
工
・
観
光
振
興
に
使
う
お
金

消
防
費　

消
防
組
合
負
担
金
、
消
防
団
活
動
に

使
う
お
金

農
林
水
産
業
費　

農
業
・
林
業
振
興
に
使
う
お

金

１
億
９
２
０
０
万
円
増
加
し
、
歳
出
全
体
の

約
34
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
民
生
費
は
保

育
所
運
営
費
な
ど
需
要
が
大
き
い
分
野
で
あ

り
、
今
後
も
支
出
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
橋
の
架
け
替
え
や
紅
取
橋
の
建

設
な
ど
の
大
型
公
共
工
事
が
平
成
20
年
度
ま

で
に
終
了
し
た
た
め
、土
木
費
は
約
19
％
（
約

３
億
８
，
９
０
０
万
円
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
市
財
政
課
財
政
係

　
（
☎
２
２̶

２
１
１
１
内
線
２
１
３
２
）

決
算
で
見
る
平
成
21
年
度
の
主
な
事
業

▼
定
額
給
付
金
事
業

　
　
　
　
　

…
５
億
８
，
０
４
８
万
８
千
円

　

人
吉
市
内
の
給
付

対
象
世
帯
１
万
５
，

７
４
４
世
帯
の
う
ち

99
・
７
％
に
あ
た
る

１
万
５
，
５
９
６
世

帯
に
給
付
し
ま
し
た
。

▼
保
育
所
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
11
億
７
１
０
万
円

　

と
も
働
き
世
帯
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

で
、
安
心
し
て
子
育
て

を
し
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
、
保
育
園
の

適
正
な
運
営
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

▼
広
域
行
政
組
合
負
担
金
（
し
尿
・
ゴ
ミ
処

理
施
設
）

　
　
　
　
　
　
　

…
10
億
１
，
９
２
８
万
円

　

人
吉
市
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
な
ど
を

適
正
に
処
理
し
、
快

適
な
生
活
環
境
を
保

持
す
る
た
め
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

▼
道
路
維
持
費

　
　
　
　
　

…
１
億
１
，
０
５
０
万
８
千
円

　

道
路
舗
装
面
の
劣

化
や
破
損
し
た
排
水

溝
の
補
修
な
ど
を
行

う
こ
と
で
、
交
通
の

安
全
確
保
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
環
境
整

備
も
で
き
ま
し
た
。

▼
西
瀬
小
学
校
耐
震
補
強
工
事

　
　
　
　
　
　
　

…
１
億
３
９
２
万
３
千
円

　

耐
震
診
断
で
強
度
に
不
安
が
あ
っ
た
西
瀬

小
学
校
の
旧
校
舎
棟
の
耐
震
補
強
と
、
あ
わ

せ
て
老
朽
化
に
伴
う

大
規
模
改
修
を
実

施
。
安
心
・
安
全

な
学
校
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

▼
観
光
ソ
フ
ト
事
業

　
　
　
　
　
　
　

…
５
，
８
３
９
万
５
千
円

　

Ｓ
Ｌ
人
吉
運
行
な
ど
で
全
国
的
に
知
名
度

が
ア
ッ
プ
し
た
「
観
光　

ひ
と
よ
し
」
の
魅

力
あ
る
情
報
を
提
供

す
る
た
め
に
、
観
光

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
観
光

マ
ッ
プ
な
ど
を
作
成

し
ま
し
た
。

※ここで使用している数値は、平成21年度地
方財政状況調査票のものです。平成21年度
決算については、市議会の決算特別委員会
で審議され、認定されることになります。

自
主

財

源

34

依

存

財 源

％

66％
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年金あれこれ

年金の「カラ期間」はありませんか？
　20歳から60歳になるまでの40年間、国民年金や厚生年金などの公的年金制度に加入して保険料を納めた方には、
65歳から月額66,008円の老齢基礎年金が支給されます。

●カラ期間て何？

　「年金の加入期間が数年足りなかったので年金がもらえない」といった深刻な話をよく耳にします。老齢基礎年金
を受給するためには、公的年金保険料を納めた期間と国民年金保険料納付を免除された期間などが通算して25年以
上あることが必要ですが、この25年には通称「カラ期間」が含まれます。
　この「カラ期間」は20歳以上60歳未満のときに、
　①厚生年金加入者の被扶養者であった
　②学生だった
　③海外在住で日本に住民票がなかった
　　　　　　　　　　　　　　　　場合などで、国民年金に任意加入をしていない期間です。

問合せ　＞＞＞八代年金事務所（☎0965‒35‒6123）＞＞＞市保険年金課国保年金係（☎22-2111内線1222）

　これらの「カラ期間」は年金の未加入期間となっており、日本年金機構にはその記録が残っていません。原則とし
て本人の申し出により「カラ期間」の有無が調査されます。
　25年の資格期間を満たせない方で、カラ期間があると思われる方はぜひご相談ください。老齢基礎年金が支給さ
れる可能性があります。

●本人の申し出が必要です

　取り引きや証明に使用する計量器は、法律により２年に１回の定期検査を受ける必要があります。人吉市での
検査を下記のとおり行いますので、該当する計量器をお持ちの方はお近くの会場で検査を受けてください。
持 参 物　計量器（質量計など）
手 数 料　１台あたり５００円～２，２００円
検査対象　①商店などで商品の売買に使用するはかり②病院、薬局などで使用している調剤用のはかり③学

校、病院、保育園などで使用している体重測定用のはかり④農協、漁協など流通物資の集荷、出
荷などに使用するはかり⑤宅配などの運送業者などが貨物の運賃算出用に使用するはかり⑥農
業、漁業などの生産者が生産物などの売買に使用するはかり

問 合 せ   （社）熊本県計量協会（☎０９６‒３６７‒７８１６）
　　　　　熊本県産業技術センター計量検定室（☎０９６‒３６９‒２１５１）

検査日 受付時間 検査場所
10月25日（月） 午前10時～午後４時 東西コミセン

26日（火） 午前９時～午後４時 人吉球磨能力開発センター
27日（水） 午前９時～午後２時30分 勤労青少年ホーム

（正午～午後１時は除きます）

計量器 定期検査のお知らせ

１
枚
の
は
が
き
か
ら
の

男
女
共
同
参
画

木
きのした

下 絵
え り

莉（第一中３年）

小
こむら

村 優
ゆう や

弥（人西小１年）

永
ながた

田 理
り こ

子（第三中１年）

高
たかまつ

松 朋
ともひろ

弘（九技専高等課程３年）
恒
つねまつ

松 愛
よし の

乃（人高２年）

松
まつふね

舟 皇
こ う

陽（人西小４年）

西
にしばし

橋 恵
え み こ

美子（一般）浦
うらの

野 将
まさ と

人（九技専専門課程１年）

西
にしだ

田 芽
め い

衣（第二中２年）

永
ながおか

岡 珠
み る

瑠（人西小５年）

瓜
うりゅう

生 朱
あか り

里（中原小６年）

　市が男女共同参画週間にちなん
で募集した「１枚のはがきからの
男女共同参画」作品は、昨年を大
幅に上回る、１，２３８点の応募
がありました。
　この一枚のハガキが、身近なと
ころから男女共同参画を考える
きっかけになればと思います。
　最優秀賞１点、優秀賞10点の
作品をご紹介します。（敬称略）

最優秀賞

優秀賞［10点］
●カラ期間がある方で25年の資格期間を満たす例

20歳 22歳 42歳 46歳 60歳
①学生期間

２年
（カラ期間）

②厚生年金加入期間
20年

（納付期間）

③国民年金保険料納付免除期間
４年

（免除期間）

国民年金保険料
未納付期間

14年

①＋②＋③＝26＞25年なので、学生時代のカラ期間や国民年金保険料納付免除期間などによる減額はありますが、
老齢基礎年金は支給されます。

優秀作品発表優秀秀作作作品品発発表表優優秀秀作作作品品発発表表
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初
代
校
旗

第
２
代
校
旗
第
３
代
校
旗

　

東
間
小
学
校
は
、
創
立
１
３
７

年
を
迎
え
た
人
吉
球
磨
で
最
も
歴

史
が
あ
る
学
校
で
す
。
現
在
、
全

校
児
童
は
３
３
５
人
で
14
ク
ラ
ス

で
す
。

　

東
間
小
学
校
の
教
育
の
源
流
は

「
至し

せ
い誠
」
＝
き
わ
め
て
誠
実
な
こ

と
。

「
出し

ゅ
つ
ら
ん藍
」
＝
弟
子
が
そ
の
師
よ
り

も
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。

「
撝き

け
ん謙
」
＝
撝
は
奮
い
起
こ
し
発

揮
す
る
こ
と
。
謙
は
、
へ
り
く
だ

る
こ
と
。
の
３
つ
の
言
葉
で
す
。

　
「
夢
と
憧
れ
と
感
動
を
子
ど
も

た
ち
に
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
特
色
あ
る
教
育
『
夢ゆ

め
い
く育

』
の

推
進
に
向
け
て
、
全
職
員
が
「
こ

こ
ろ
一
つ
に
全
力
を
尽
く
す
」
と

い
う
熱
い
思
い
で
日
々
の
教
育
活

動
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

第
３
代
校
旗
完
成

　

３
月
12
日
、
第
３
代
校
旗
の
完

成
お
披
露
目
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
代
校
旗
は
大
正
８
年
製
作

の
初
代
校
旗
に
続
い
て
、
昭
和
48

年
に
製
作
さ
れ
ま
し
た
が
、
色
あ

せ
や
痛
み
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
校
旗
製
作
実
行
委
員
会

が
広
く
寄
付
を
募
り
、
地
域
は
も

ち
ろ
ん
遠
方
の
卒
業
生
か
ら
も
多

く
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
、
新
調
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
学
校
へ
の
熱
い
思
い
を
感
じ
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
教
育
活
動
に

あ
た
っ
て
い
き
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
母
親
部
長
を
中
心

に
、
28
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
毎
週
月
曜
日
に
１
年
生
の
２

ク
ラ
ス
、
木
曜
日
に
１
・２
年
生
の

４
ク
ラ
ス
、
各
学
期
１
回
の
全
校

読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「至誠」「出藍」「撝謙」
‒ 心ゆたかでたくましく、自ら学ぶ、子どもの育成-

地域のシンボルであり、懐かしく、楽しい思い出が残る学校。
シリーズで市内の小中学校を紹介します。

第４回

東間小学校

あ
い
さ
つ
運
動

　

質
の
高
い
「
あ
い
さ
つ
」
が
で

き
る
よ
う
に
、
毎
朝
校
長
自
ら
率

先
し
て
指
導
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
運
営
委
員
会
の
子
ど
も
た
ち

も
月
・
水
・
金
曜
日
に
西
門
に
立
っ

て
明
る
い
あ
い
さ
つ
運
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
10
日
の

週
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
た
運
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
工
作
に
命
が

け
で
奔
走
し
た
人
吉
出
身
の
海
軍
少

将
・
高
木
惣
吉
。
彼
が
残
し
た
膨
大
な
資
料

や
遺
品
を
相
続
し
た
父
・
重
男
さ
ん
の
遺
志

を
継
ぎ
、
現
在
、
10
月
10
日
の
「
高
木
惣
吉

記
念
館
」
開
設
に
向
け
ま
い
進
中
だ
。

　
「
高
木
惣
吉
の
資
料
館
づ
く
り
を
手
伝
っ

て
く
れ
」
と
お
願
い
さ
れ
て
い
た
最
愛
の
父

が
亡
く
な
っ
た
の
が
平
成
18
年
。
心
の
整
理

が
つ
く
ま
で
２
年
間
を
要
し
た
。
三
回
忌
が

終
わ
り
、「
今
や
ら
な
い
と
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
」
と
思
い
立

つ
。
旅
館
の
女お

か
み将

だ
っ
た
川
越
さ
ん
は
女
将

を
長
男
の
嫁
に
譲
り
、重
点
を
資
料
研
究
に
。

高
木
の
資
料
は
膨
大
で
、
と
り
あ
え
ず
、
手

に
つ
く
も
の
か
ら
整
理
を
始
め
た
。

　

も
ち
ろ
ん
不
安
も
あ
る
。「
戦
争
の
痛
み

を
知
ら
な
い
私
が
自
分
の
言
葉
で
戦
争
を
語

る
こ
と
は
、
戦
争
を
経
験
さ
れ
た
方
に
対
し

て
失
礼
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う

葛か
っ
と
う藤

。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
葛
藤
が
大
き
く
な

る
。
そ
ん
な
時
、
大
学
の
大
先
輩
で
も
あ
り

川
越
さ
ん
が
慕
っ
て
い
る
郷
土
史
家
・
渋
谷

敦あ
つ
しさ

ん
の
「
そ
の
不
安
な
気
持
ち
も
一
緒
に

展
示
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
言
葉
に
励
ま
さ

れ
た
。「
今
ま
で
整
理
し
た
も
の
を
見
て
感

じ
て
い
た
だ
く
。
事
実
を
事
実
と
し
て
伝
え

る
」
と
覚
悟
を
決
め
る
。

　
「
こ
こ
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
一つ
だ
け

で
も
い
い
か
ら
何
か
に
出
会
い
、
感
じ
て
も
ら

え
れ
ば
い
い
。
そ
し
て
人
吉
か
ら
世
界
へ
平
和

の
心
が
広
が
っ
て
い
け
ば
」
と
願
い
を
語
る
川

越
さ
ん
。「
訪
れ
た
人
同
士
や
自
分
た
ち
と
会

話
が
あ
り
、
お
互
い
に
気
づ
き
合
う
。
そ
ん

な
記
念
館
が
で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
」。

高木惣吉記念館を通して

　　人吉から平和の心を広げたい

　川越　郁子 さん （矢黒町）

　 ひ と よ し の 人　
＝ひとよしで頑張っている人を紹介します！＝

かわごえ　いくこ
昭和22年３月17日生まれ。Ａ型。趣味は
園芸・読書・音楽鑑賞など。特技は書道。
川越さんの父・重男さんが高木惣吉の母
方のいとこにあたる。座右の銘は良

りょうかん

寛の
言葉「心月輪」。何ごとにも動じないでひょ
うひょうと物事にあたりたいそうだ。
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９
月
23
日
、
13
回
目
を
迎
え
た
「
動
物
フ
ェ
ス
タ　

’10
」
が
石
野
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

動
物
愛
護
月
間
に
ち
な
ん
だ
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
番
の
人
気
は
犬
・
猫
の

オ
ー
ナ
ー
探
し
。当
日
は
生
後
３
〜
４
か
月
程
度
の
犬
25
匹
と
猫
54
匹
が
登
場
。

お
目
当
て
の
犬
、
猫
の
オ
ー
ナ
ー
に
決
ま
っ
た
人
は
満
面
の
笑
顔
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。
主
催
者
の
人
吉
球
磨
獣
医
師
会
の
秋
山
二ふ

み
ゆ
き

三
幸
さ
ん
は
「
人
吉
球
磨

ＳＬとブルートレインが合体
ＢＳデジタル号来人

　

９
月
４
日
、
Ｊ
Ｒ
人
吉
駅
に
な
つ
か

し
の
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
３
両
を
け
ん
引

し
た
Ｓ
Ｌ
人
吉
が
到
着
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
九
州
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
ブ
ル
ー
ト
レ
イ
ン
を
仕
立

て
た
特
別
列
車
「
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
号
」

で
す
。
こ
の
列
車
は
９
月
３
日
か
ら
５

日
に
か
け
て
九
州
を
ぐ
る
っ
と
１
周
す

る
行
程
の
中
で
人
吉
駅
に
立
ち
寄
っ
た

も
の
で
、
駅
周
辺
に
は
情
報
を
知
っ
た

鉄
道
フ
ァ
ン
が
大
集
合
。
ホ
ー
ム
で
行

わ
れ
た
人
吉
温
泉
観
光
協
会
主
催
歓
迎

イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
で
し
た
。
こ
の
様

子
は
全
国
に
生
中
継
で
放
送
さ
れ
、
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

人と動物のふれあい
動物フェスタ’10

９
か
所
の
動
物
病
院

で
健
康
検
査
を
し
て

オ
ー
ナ
ー
募
集
を
し

て
い
る
。
飼
い
主
を

見
つ
け
て
動
物
の
殺

処
分
を
少
な
く
し
て

い
く
た
め
の
取
り
組

み
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

９
月
５
日
、
63
機
関
約
１
，
０
０
０

人
が
参
加
し
た
熊
本
県
総
合
防
災
訓
練

が
、
人
吉
第
二
中
学
校
を
主
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

防
災
関
係
機
関
相
互
お
よ
び
防
災
関

係
機
関
と
住
民
と
の
連
携
強
化
、
住
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
、
防
災
関
係
機
関

職
員
の
能
力
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。

　

当
日
は
、大
雨
に
よ
る
河
川
の
増
水
・

氾
ら
ん
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
発
生
を
想

定
。
災
害
本
部
が
設
置
さ
れ
た
第
二
中

学
校
で
は
体
育
館
へ
の
住
民
避
難
訓
練

や
救
護
訓
練
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
地

震
の
揺
れ
を
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が

人
気
で
阪
神
淡
路
大
震
災
の
揺
れ
な
ど

を
体
験
し
よ
う
と
列
が
で
き
て
い
ま
し

災害は待ってくれない！　熊本県総合防災訓練

　

８
月
29
日
に
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
で
健

康
と
福
祉
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
第
２
回

み
ん
な
し
あ
わ
せ
☆
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス

タ
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

　
「
元
気
！
百
歳
万
歳
」
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
広
報
ひ
と
よ
し
９
月
１
日
号
の

敬
老
特
集
で
も
紹
介
し
た
１
０
１
歳
の

前
田
ハ
ナ
さ
ん
と
１
０
０
歳
の
茂
田
ヨ

シ
子
さ
ん
が
田
中
市
長
と
対
談
。
市
長

と
前
田
さ
ん
た
ち
の
か
け
あ
い
に
会
場

か
ら
は
驚
き
の
声
や
笑
い
が
起
こ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
「
え
が
お
コ
ン
サ
ー
ト
」
に
は
、

前
回
も
出
演
さ
れ
た
荒
川
知
子
さ
ん
と

日野熊蔵初飛行100周年記念
郷土の偉人・日野熊蔵シンポジウム

秋のじゅぐりっと博覧会
じゅぐりっとマーチ

　

９
月
20
日
、
郷
土
の
偉
人
「
日
野
熊

蔵
」
の
日
本
初
飛
行
１
０
０
周
年
を
記

念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
カ
ル
チ
ャ
ー

パ
レ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
中

学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
日
野
熊
蔵
作
詞

の
「
飛
行
機
唱
歌
」
な
ど
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
演
奏
・
歌
の
披
露
の
あ
と
、
郷
土

史
家
・
渋
谷
敦あ

つ
し

氏
に
よ
る
基
調
講
演
、

金
澤
康
次
崇
城
大
学
教
授
ほ
か
２
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
り
、
約
２
５
０

人
の
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
ス
ポ
ー
ツ
パ

レ
ス
で
の
紙
飛
行
機
大
会
や
同
駐
車
場

で
の
ラ
ジ
コ
ン
飛
行
機
実
演
会
な
ど
多

彩
な
催
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

秋
の
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
博
覧
会
が
開

幕
！
初
日
の
９
月
23
日
に
は
、
相
良

三
十
三
観
音
秋
の
一
斉
開
帳
に
あ
わ
せ

た
第
２
回
「
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
マ
ー
チ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
５
㎞
、
10

㎞
、
20
㎞
コ
ー
ス
に
計
２
３
７
人
が

参
加
。
参
加
者
は
秋
の
人
吉
の
風
景

と
、
相
良
７
０
０
年
の
歴
史
文
化
を
感

じ
さ
せ
る
相
良
三
十
三
観
音
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
八
代
郡

か
ら
参
加
し
た
山
本
廣
子
さ
ん
は
「
相

良
三
十
三
観
音
め
ぐ
り
は
初
め
て
で
す

が
、
奈
良
、
京
都
の
寺
社
め
ぐ
り
の
延

長
の
よ
う
に
歴
史
文
化
を
感
じ
ま
す
」

と
印
象
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

笑顔で暮らせるひとよしに　みんなしあわせ☆スマイルフェスタ

ご
家
族
が
登
場
。
荒
川
さ
ん
の
澄
ん
だ

リ
コ
ー
ダ
ー
の
音
色
や
歌
声
に
会
場
か

ら
は
感
動
の
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
後
、
荒
川
さ
ん
は
「
し
あ
わ
せ

の
」
ま
ち
づ
く
り
親
善
大
使
に
任
命
さ

れ
、
市
長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
荒
川
さ
ん
は
「
人
吉
市
は
山
と

川
が
き
れ
い
で
大
好
き
な
と
こ
ろ
。
コ

ン
サ
ー
ト
で
全
国
を
ま
わ
る
時
に
紹
介

し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
会
場
は
、
お
も
ち
ゃ
を

交
換
す
る
「
か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル
」
や
、

お
じ
ゃ
め
（
お
手
玉
）
つ
く
り
体
験
、

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー
な
ど
一
日
中
大
盛
況

で
し
た
。

た
。
村
山
公
園
多
目
的
広
場
で
は
、
市
消
防
団
に
よ
る
土
の
う
積
み
訓
練
や
自
衛

隊
ら
に
よ
る
埋
没
車
両
・
倒
壊
家
屋
か
ら
の
被
災
者
救
助
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、

訓
練
参
加
者
は
機
敏
な
動
き
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
球
磨
川
の
水
の
手
橋
下
流
か
ら
中
川
原
上
流
に
か
け
て
の
範
囲
で
は
、

河
川
増
水
で
取
り
残
さ
れ
た
人
を
県
の
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
自
衛
隊
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
救
助
す

る
訓
練
が
あ
り
ま

し
た
。
球
磨
川
左

岸
に
は
な
る
べ
く

近
く
で
訓
練
を
見

よ
う
と
市
民
ら
が

集
ま
り
、
携
帯
電

話
の
カ
メ
ラ
で
写

真
を
撮
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。
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↓点線に沿って切り取ってください

８ ６ ８ ８ ６ ０ １

人吉市役所秘書課
　　広報広聴係　行

◉ご住所

お手数ですが
50 円切手を
お貼りください

電話（　　　　）　　　　－

◉ご氏名

フリガナ

年齢：　　　歳　　性別：　男 ・ 女

◉ ペンネーム・イニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます

P O S T 　 C A R D

　このポストカードは、
みなさんからのおたより
（P.23）のコーナーへのおた
より（広報ひとよしへの感
想や人吉への思い、身近な
出来事など）にお使い下さ
い。官製はがきや封書、メー
ルでのおたよりも大歓迎で
す。お待ちしています。
メール
info@city.hitoyoshi.lg.jp

募　
　

集

ひ
と
よ
し
産
業
祭

出
品
者
募
集

　

11
月
13
日

（
土
）・
14
日

（
日
）
に
開
催

さ
れ
る
「
ひ

と
よ
し
産
業

祭
」
の
出
品
者
を
募
集
し
ま
す
。

内
容

①
野
菜
の
品
評
会

農
家
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て

作
っ
た
野
菜
を
ぜ
ひ
出
品
し
て
く

だ
さ
い
。
※
出
品
者
は
農
業
者
に

限
り
ま
す
。

申
込
方
法　

11
月
12
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に
産
業
祭

会
場
に
出
品
物
を
持
参
・
受
付
を

し
て
く
だ
さ
い
。

②
漬
物
自
慢
コ
ン
テ
ス
ト

手
作
り
の
自
慢
の
味
の
漬
物
を
出

品
し
て
く
だ
さ
い
。
※
出
品
者
は

市
民
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
可
。

申
込
締
切　

10
月
20
日
（
水
）

申
込
方
法　

問
い
合
わ
せ
先
に
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

表
彰　

産
業
祭
時
に
優
秀
作
品
の

表
彰
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

Ｊ
Ａ
下
球
磨
営
農
セ
ン

タ
ー
（
☎
㉘
３
０
６
０
）、
市
農

業
振
興
課
農
政
係

一
日
司
書
体
験
参
加
者
募
集

検
察
審
査
会ＤＶ

Ｄ
貸
し
出
し

検
察
審
査
会
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
国
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
が
、
検

察
官
が
行
っ
た
不
起
訴
処
分
の
当

否
を
審
査
す
る
制
度
で
す
。
現
在
、

検
察
審
査
会
で
は
、
希
望
さ
れ
る

方
に
こ
の
制
度
を
ド
ラ
マ
形
式
で

紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

熊
本
検
察
審
査
会
事

務
局
（
☎
０
９
６‒

３
２
５‒

２
１
２
１
）

　

犬
い
ん
ど
う
き
ゅ
う
け
い

童
球
渓
先
生
が
日
本
語
の
歌

詞
を
つ
け
た「
旅り

ょ
し
ゅ
う愁

」の
原
曲「
ド

リ
ー
ミ
ン
グ　

オ
ブ　

ホ
ー
ム　

ア
ン
ド　

マ
ザ
ー
」
を
犬
童
球
渓

顕
彰
音
楽
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
一
緒

に
歌
っ
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。人
吉
球
磨
地
域
の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）も
参
加
し
ま
す
。

　

音
楽
を
通
じ
て
国
際
交
流
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

出
演
日
時　

11
月
14
日
（
日
）

午
後
6
時
30
分
開
演
の
「
音
楽
の

夕
べ
」

募
集
人
数　

30
人

（
市
外
の
方
も
大
歓
迎
）

申
込
締
切　

10
月
13
日
（
水
）

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
文
化
振
興
課

文
化
係

レ
ッ
ツ　
シ
ン
グ　

ア

ソ
ン
グ　

ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー

内
容　

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
本
の
貸

し
出
し
・
返
却
の
実
習
と
体
験
、

絵
本
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
練

習
、本
の
修
理
、書
架
の
整
理
（
終

了
後
、
一
日
司
書
体
験
認
定
書
を

授
与
し
ま
す
）

期
日　

11
月
７
日
（
日
）

時
間　

午
前
８
時
50
分
〜午

後
３
時

応
募
資
格　

人
吉
球
磨
在
住
の
幼

児応
募
規
定　

①
画
用
紙
（
27
㎝

×
38
㎝
程
度
・
色
画
用
紙
可
）

②
絵
本
の
模
写
は
し
な
い 

③
応

募
票
を
画
用
紙
の
中
央
下
に
ノ
リ

付
け
（
応
募
票
は
図
書
館
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
）

募
集
締
切　

11
月
30
日
（
火
）

応
募
・
問
合
せ　

市
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
㉔
３
５
１
８
）

人
吉
球
磨
読
書
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

　

10
月
11
日
（
月
）
は
祝
日
（
体

育
の
日
）
で
す
が
、
月
曜
日
が
収

集
日
と
な
っ
て
い
る
地
区
の
み
指

定
さ
れ
た
種
類
の
ご
み
を
収
集
し

ま
す
。

※
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
は

休
場
の
た
め
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

市
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係
、
人
吉
球
磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

（
☎
㉒
１
４
１
４
）

情報ひろば
あなたの暮らしに役立つ情報をお届けします

お
知
ら
せ

10
月
の
祝
日
の
ご
み
収
集

全
国
都
市
交
通
特
性
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市役所（代表） ☎22－２１１１

カルチャーパレス ☎24－３３１１ スポーツパレス ☎22－１６８８ 水 道 局 ☎22－５４９７

保 健 セ ン タ ー ☎24－８４２０ 石 野 公 園 ☎22－６７００ 人吉城歴史館 ☎22－２３２４

「
シ
カ
広
域
一
斉
合
同
捕
獲
」

入
山
に
ご
注
意
を

子
ど
も
手
当
10
月
期
の

振
込
は
10
月
７
日
で
す

　

全
国
の
都
市
交
通
の
特
性
や
経

年
変
化
を
把
握
す
る
た
め
、
国
土

交
通
省
で
は
人
吉
市
を
は
じ
め
と

す
る
全
国
70
市
60
町
村
と
協
力
し

て
、
人
の
動
き
に
関
す
る
交
通
実

態
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
市
内
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
ご
家
庭
に

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

国
土
交
通
省
九
州
地

方
整
備
局
広
域
計
画
課
（
☎

０
１
２
０‒

８
８
６‒

３
３
２
）

　

10
月
10
日（
日
）か
ら
24
日（
日
）

ま
で
は
九
州
脊せ

き
り
ょ
う梁

山
地
シ
カ
広
域

一
斉
合
同
捕
獲
期
間
で
す
。
一
斉

捕
獲
日
は
10
月
10
日
（
日
）・
17

日
（
日
）・
24
日
（
日
）
の
３
日

間
で
す
。
紅
葉
時
期
を
迎
え
ま
す

が
、
山
地
に
入
ら
れ
る
と
き
は
安

全
確
保
や
事
故
防
止
に
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

球
磨
地
域
振
興
局
森
林

保
全
課
（
☎
㉔
４
１
９
０
）、
市

農
林
整
備
課
林
務
係

障
害
者
等
福
祉
手
当

対
象
者
は
申
請
を

　

市
で
は
、
障
が
い
を
持
つ
方
を

対
象
に
、
障
害
者
等
福
祉
手
当
を

支
給
し
ま
す
。

対
象
者　

①
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、

平
成
22
年
度
市
民
税
額
が
均
等
割

額
以
下
の
世
帯
に
属
す
る
方
。

②
平
成
22
年
10
月
１
日
現
在
で
、

本
市
に
１
年
以
上
住
ん
で
い
る
方
。

支
給
額　

４
千
円

（
12
月
に
支
給
し
ま
す
）

申
請
に
必
要
な
も
の　

◯
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

◯
手

帳
所
持
者
も
し
く
は
そ
の
保
護
者

名
義
の
金
融
機
関
の
預
金
・
貯
金

通
帳　

◯
印
鑑　

受
付
締
切　

10
月
29
日
（
金
）

問
合
せ　

市
福
祉
課
障
が
い
者
支

援
係

　

平
成
22
年
度
10
月
期
（
６
月
〜

９
月
分
）
の
子
ど
も
手
当
は
、
10

月
７
日
（
木
）
に
指
定
の
金
融
機

関
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い

な
い
方
や
、
保
険
証
の
写
し
な
ど

の
添
付
書
類
が
不
足
し
て
い
る
方

は
、
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
。
至

急
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
子
ど
も
手
当
は
、
全
額

ま
た
は
一
部
を
人
吉
市
に
寄
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
子
ど
も
手
当
は
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の
た
め

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
福
祉
課
児
童
福
祉
係

就
学
時
健
康
診
断
を

行
い
ま
す

　
来
春
の
小
学
校
入
学
予
定
児
童
の

就
学
時
健
康
診
断
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。

○
10
月
15
日
（
金
）
中
原
小
学
校

○
10
月
20
日
（
水
）
東
間
小
学
校

（
田
野
小
学
校
入
学
予
定
者
含
）

○
10
月
21
日
（
木
）
人
吉
西
小
学
校

○
10
月
29
日
（
金
）
西
瀬
小
学
校

○
11
月
２
日
（
火
）
人
吉
東
小
学
校

○
11
月
９
日
（
火
）
大
畑
小
学
校

※
対
象
者
に
は
個
別
通
知
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
学
校
教
育
課
教
育
係

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス

都
市
計
画
用
途
地
域
図

　

市
の
都
市
計
画
用
途
地
域
図

は
、
こ
れ
ま
で
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
熊
本
県
・
市
町
村
共
同
行
政

情
報
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
地
図
公
開

シ
ス
テ
ム
」
上
で
ご
覧
に
な
れ
ま

し
た
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

前
記
シ
ス
テ
ム
へ
ア
ク
セ
ス
し

て
、
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
「
人
吉
市
都
市
計
画
用
途
地

域
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
都
市
計
画
課
計
画
係

場
所　

市
図
書
館

対
象
者　

人
吉
球
磨
在
住
で
小
学

生
以
上
の
方
（
団
体
で
の
申
し
込

み
は
不
可
）

募
集
人
員　

５
人
程
度
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法　

市
図
書
館
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
で
直
接
申
し
込
む

か
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
期
間　

10
月
４
日
（
月
）
〜

22
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

申
込
・
問
合
せ　

市
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
㉔
３
５
１
８
）
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↓点線に沿って切り取ってください

消
費
生
活
問
題
を
は
じ
め
、
借
金
問

題
、
家
庭
問
題
な
ど
く
ら
し
の
な
ん

で
も
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
市
民
課
く
ら
し
安
心

相
談
係

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

10
月
の
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

１
㈮
広
報
配
布
、
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー
（
CP
）

２
㈯
歴
史
文
化
遺
産
に
お
け
る
野
外
コ

ン
サ
ー
ト
（
人
吉
城
跡
）

３
㈰

4
㈪

５
㈫
金
婚
夫
婦
表
彰
（
ア
ン
ジ
ェ
リ
ー
ク
平
安
）

６
㈬
〝
か
が
や
き
〞づ
く
り
ト
ー
ク（
上
薩
摩
瀬
町
）

７
㈭

８
㈮

９
㈯
お
く
ん
ち
祭
り
神
幸
式（
市
内
一
円
）、

く
ま
こ
い
祭
り
２
０
１
０
（
九
日
町
）

10
㈰
ウ
ン
ス
ン
カ
ル
タ
大
会
（
鍛
冶
屋
町
）

11
㈪
体
育
の
日
、人
吉
市
花
火
大
会
（
中

川
原
公
園
）

12
㈫

13
㈬

14
㈭

15
㈮
広
報
配
布

16
㈯

17
㈰
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
音
楽
祭
（
人
吉
駅
）、
西

校
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
村
山
公
園
）

18
㈪

19
㈫
〝
か
が
や
き
〞づ
く
り
ト
ー
ク（
田
町
）

20
㈬

21
㈭

22
㈮

23
㈯
石
野
公
園
ま
つ
り
（
〜
24
日
）、
人
吉

球
磨
総
合
美
展
（
SP
、
〜
28
日
）

24
㈰
お
ど
ん
な
日
本
一
！
人
吉
の
ど
自

慢
大
会
（
CP
）

25
㈪

26
㈫
〝
か
が
や
き
〞
づ
く
り
ト
ー
ク
（
木
地
屋
町
）

27
㈬

28
㈭
〝
か
が
や
き
〞
づ
く
り
ト
ー
ク
（
青
井
阿
蘇
神
社
）

29
㈮

30
㈯

31
㈰
じ
ゅ
ぐ
り
っ
と
音
楽
祭
（
石
野
公
園
）

※CP：カルチャーパレス、SP：スポーツパレス

健　
　

康

献
血
に
ご
協
力
を
！

◆
10
月
20
日
（
水
）

【
万
江
病
院
駐
車
場
（
瓦
屋
町
）】

・
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

・
午
後
０
時
30
分
〜
４
時

◆
10
月
22
日
（
金
）

【
人
吉
市
役
所
】

・
午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
１
時
〜
４
時

※
４
０
０
ml
の
み
の
採
血
と
な
り

ま
す
。

問
合
せ　

市
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康

増
進
係

日
時

★
10
月
23
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
９
時

★
10
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
石

野
公
園

内
容　

★
ス
テ
ー
ジ
催
事 

★
お

楽
し
み
ゲ
ー
ム 

★
昔
遊
び
コ
ー

ナ
ー 

★
ク
ラ
フ
ト
実
演
・
体
験
、

展
示
即
売
会 

★
球
磨
焼
酎
を
楽

し
む
酒
器
コ
ン
テ
ス
ト 

★
日
野

熊
蔵
展 

★
球
磨
焼
酎
試
飲
コ
ー

ナ
ー 

★
呈
茶
（
有
料
） 

★
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト 

★
出
店
コ
ー
ナ
ー 

★
夜
間
開
演
時
の
「
夢
あ
か
り
」

（
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
） 

★
特
別

体
験
メ
ニ
ュ
ー 

★
球
磨
拳
大
会

※
雨
天
時
は
ス
テ
ー
ジ
催
事
は
中

止
。

問
合
せ　

人
吉
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

石
野
公
園
（
☎
㉒
６
７
０
０
）

消
費
生
活
な
ん
で
も
相
談
会

相　
　

談

　

契
約
問
題
や
借
金
問
題
な
ど
日

常
生
活
の
心
配
事
に
つ
い
て
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

人
吉
球
磨
地
域
に
居
住

し
て
い
る
方

期
日　

10
月
24
日
（
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
予
約
不
要
で
す
が
、
予
約
が
あ

れ
ば
優
先
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
市
民
課
く
ら
し
安
心

相
談
係

家
計
の
無
料
法
律
相
談
会

　

借
金
問
題
な
ど
を
中
心
と
し
た

日
常
生
活
の
心
配
事
に
つ
い
て
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

人
吉
球
磨
地
域
に
居
住

し
て
い
る
方

期
日　

10
月
21
日
（
木
）

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

水
上
村
保
健
セ
ン
タ
ー

※
予
約
不
要
で
す
が
、
予
約
が
あ

れ
ば
優
先
し
ま
す

問
合
せ　

水
上
村
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
44
０
３
１
１
）

催 

し 

物

石
野
公
園
ま
つ
り

〜
南
九
州
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜

　

地
元
の
ど
自
慢
の
う
っ
と
り
す

る
歌
声
や
、
個
性
的
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
披
露
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
す
。

期
日　

10
月
24
日
（
日
）

時
間　

開
場
＝
午
後
１
時

　
　
　

開
演
＝
午
後
１
時
30
分

場
所　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス
小

ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

※
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
10
月
23
日

（
土
）・
24
日
（
日
）
の
両
日
休
止

に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス

（
☎
㉔
３
３
１
１
）

お
ど
ん
な
日
本
一
！

人
吉
の
ど
自
慢
大
会

人
吉
球
磨
総
合
美
展

　

作
家
一
人
ひ
と
り
が
技
巧
を
凝

ら
し
て
、
美
を
創
造
・
表
現
し
た

作
品
の
展
示
で
す
。
芸
術
の
秋
を

た
ん
能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

展
示
期
間　

10
月
23
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
28
日
（
木
）

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

期
日　

10
月
24
日
（
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜午

後
２
時
30
分

場
所　

県
立
球
磨
養
護
学
校

内
容　

小
学
部
の
遊
び
場
開
放
、

中
学
・
高
等
部
の
作
業
製
品
（
竹

和
紙
製
品
、
陶
芸
品
、
フ
ェ
ル
ト

製
品
、
花
の
苗
、
木
工
製
品
）
の

販
売
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
賛
助
団
体
の

バ
サ
ー
、「
急
流
戦
隊
Ｊ
Ｉ
Ｎ
ク

マ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
児
童
生
徒
と

の
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

問
合
せ　

球
磨
養
護
学
校

　
　
　
　
（
☎
42
３
７
９
２
）

球
磨
養
護
学
校

「
く
ま
よ
う
祭
」

行
政
相
談
会
開
催

　

行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日　

10
月
19
日
（
火
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

相
談
員　

行
政
相
談
委
員
２
人

問
合
せ　

梶
原
志
郎
相
談
員
（
☎

㉔
３
０
７
７
）、
松
本
和
子
相
談

員
（
☎
㉔
１
４
０
３
）

「
食
品
適
正
表
示
推
進
者
」

講
習
会
参
加
事
業
所
募
集

　

県
で
は
、
適
正
な
食
品
表
示
や

消
費
者
へ
の
食
品
表
示
に
関
す
る

正
確
な
情
報
提
供
な
ど
を
行
う

「
食
品
適
正
表
示
推
進
者
」
の
食

品
関
連
事
業
所
へ
の
設
置
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
食
品
適
正
表
示
推

進
者
に
登
録
さ
れ
る
た
め
の
講
習

会
に
参
加
さ
れ
る
事
業
所
を
募
集

し
ま
す
。

期
日　

10
月
26
日
（
日
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

場
所　

球
磨
地
域
振
興
局

募
集
事
業
所
数　

１
０
０
事
業
所

程
度
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

受
講
料　

１
，
２
０
０
円

申
込
方
法　

球
磨
地
域
振
興
局
球

磨
農
業
普
及
・
振
興
課
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　
（
社
）
熊
本
県
食
品
衛

生
協
会
（
☎
０
９
６‒

３
３
３‒

２
２
４
７
）

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

参
加
者
・
出
展
者
募
集

　

毎
年
12
月
３
日
〜
９
日
は
障
害

者
週
間
で
す
。
県
で
は
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
理
解
を
広
げ
る
た
め

「
く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
」

を
開
催
。
出
展
者
・
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

「
県
内
の
障
が
い
者
芸
術
展
」
作

品
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
絵
画
、書
、

陶
芸
、
工
芸
な
ど
の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。
応
募
作
品
は
11
月
16
日

（
火
）
か
ら
21
日
（
日
）
の
期
間
、

県
立
美
術
館
分
館
で
展
示
さ
れ
ま

す
。

応
募
締
切　

 

10
月
15
日
（
金
）

申
込
・
問
合
せ　

熊
本
県
身
体
障

害
福
祉
団
体
連
合
会
（
☎
０
９
６

‒

３
５
４‒

７
３
７
１
）

「
び
ぷ
れ
す
広
場
ふ
れ
あ
い
路
上

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
参
加
者
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
、
障
が
い

の
あ
る
方
々
を
応
援
す
る
思
い
の

あ
る
方
に
よ
る
合
唱
、
バ
ン
ド
演

奏
、
ダ
ン
ス
、
パ
ン
ト
マ
イ
ム
な

ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
12
月
５

日
（
日
）
に
熊
本
市
の
熊
日
会
館

び
ぷ
れ
す
広
場
で
行
っ
て
い
た
だ

く
方
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
切　

10
月
15
日
（
金
）

申
込
・
問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
エ
ッ
グ
ス
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
（
☎

０
９
６
７
85
０
０
８
７
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
問
合
せ
先
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
７
日
（
日
）
※
小
雨

決
行

時
間　

受
付
＝
午
前
９
時
20
分
か
ら

東
間
校
区ウォ

ー
キ
ン
グ
大
会

開
会
＝
午
前
９
時
40
分

集
合
場
所　

石
野
公
園
お
祭
り
広

場対
象
者　

健
康
な
方
（
小
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

コ
ー
ス

う
さ
ぎ
さ
ん
＝
約
4.5
㎞

か
め
さ
ん
＝
約
3.5
㎞

申
込
締
切　

10
月
29
日
（
金
）

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
年
齢
、
歩
く
コ
ー
ス
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
保
健
セ

ン
タ
ー
健
康
増
進
係
（
☎
㉔

８
０
１
０
）

※
23
日
の
み
午
前
10
時
30
分
〜
午

後
5
時

展
示
会
場　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
大

ア
リ
ー
ナ

入
場
料　

無
料

展
示
内
容　

◯
一
般
公
募
の
入

賞
・
入
選
作
品
（
審
査
対
象
）

◯
会
員
・
会
友
の
作
品
（
一
部
審

査
対
象
）
◯
企
画
展
（
生
徒
作
品

展
・
美
展
功
労
者
作
品
展
）

※
企
画
展
の
内
容
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

人
吉
球
磨
総
合
美
展
運

営
委
員
会
事
務
局
（
市
文
化
振
興

課
内
）
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第１分団第４部
防災訓練に出動！

はい、こちら

消費生活
センター

です
人吉市消費生活センター
☎２２‒２１１１内線1215・1216

Consumption life center

市社会教育課市社会教育課

詳細は市ホームページから

み
ぢ
か
な
こ
と
か
ら
エ
コ
講
座

市
環
境
課

検 索ラッソ で検索！

よ
か
ば
い
！

こ
の
本

こ
の
本

市図書館
（☎㉔３５１8）

＊
10
月
の
休
館
日
は
、
４
日
・
12
日
・
18
日
・
25
日

で
す
。

《児童》
ぼくのしんせき

　

古
く
か
ら
日
本
に
伝
わ
る
「
わ
ら
べ
う
た
」「
伝
承

あ
そ
び
」
を
中
心
に
、
歌
い
な
が
ら
、
そ
し
て
、
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
15
の
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
を
通
し

て
、
親
と
子
が
肌
の
温
も
り
を
感
じ
、
愛
情
を
交
わ

し
合
っ
て
ゆ
く
。（
対
象
は
０
か
月
〜
３
歳
く
ら
い
）

　
「
ぼ
く
は
、
押
し
入
れ
の
中
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
写
真

が
入
っ
た
カ
ン
を
見
つ
け
ま
し
た
。」
ぼ
く
が
赤
ち
ゃ
ん

の
時
や
、親
せ
き
み
ん
な
で
写
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

今
度
の
お
盆
は
、
３
年
ぶ
り
に
親
せ
き
が
あ
つ
ま
り
ま

す
。
91
歳
の
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
、
０
歳
の
い
と
こ

ま
で
、
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
の
再
会
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

《一般》
ふれあってあそぶ

童話館出版編集部 
著

青
あおやま

山 友
とも み

美 著

　

運
動
適
性
テ
ス
ト
は
（
財
）
日
本
体
育
協
会
が
作
成

し
た
手
順
で
行
い
ま
す
。
人
間
の
運
動
の
基
礎
と
な
る

能
力
や
、
身
体
の
動
き
を
総
合
的
に
み
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
性
、
年
齢
を
問
わ
ず
だ
れ
で
も
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
で
き
、
一
生
を
通
じ
て
継
続
し
て
行
え
、
で

き
る
だ
け
少
な
い
項
目
で
、
運
動
の
適
正
を
科
学
的
に

と
ら
え
よ
う
と
す
る
テ
ス
ト
で
す
。

　

実
施
種
目
は
①
立
幅
跳
び
②
上
体
起
こ
し
③
腕う

で
た
て立

伏ふ
く
が
う
で
く
っ
し
ん

臥
腕
屈
伸
④
時
間
往
復
走
⑤
５
分
間
走
の
５
種
目

で
、そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
ご
と
に
判
定
を
行
う
と
と
も
に
、

５
種
目
全
て
を
実
施
し
て
総
合

判
定
を
行
い
ま
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
で
は
、
昨
年
は
小

学
校
低
学
年
を
対
象
と
し
た
測

定
を
行
い
ま
し
た
。
経
年
の

デ
ー
タ
を
蓄
積
し
分
析
す
る
こ

と
で
、
教
室
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
役
立
て
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ（
総
合
型
ク
ラ
ブ
）「
カ

ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
・
ラ
ッ
ソ
人
吉
」
の
お
知
ら
せ
窓
口
で
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
カ
ル
ヴ
ァ
ー
リ
ョ
」
は
「
樫
（
か
し
）」

「
ラ
ッ
ソ
」
は
「
絆
（
き
ず
な
）」
と
い
う
意
味
で
す
。

　

誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
を
楽
し
み
、

「
ひ
と
づ
く
り
」・「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と

を
ク
ラ
ブ
の
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
「
運
動
適
性
テ
ス
ト
」
で
す

Vol.16

お
財
布
と
地
球
の
味
方
！環

境
家
計
簿

★９月の　　★９月の　　
　　新刊から★　　新刊から★

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

業
務
と
は
？

　

人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
消

費
者
と
事
業
者
と
の
間
に
生
じ
た
商
品
の

契
約
や
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
な
ど
に

つ
い
て
、
く
ら
し
安
心
相
談
員
（
消
費
生

活
相
談
員
）
が
公
正
な
立
場
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
か
ら
の
相

談
だ
け
で
な
く
、「
こ
ん
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
け
ど
大
丈
夫
？
」
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も「
生
活
な
ん
で
も
相
談
」

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
お
悩
み
を
受
け
付
け

団員の所属事業所

松村石材店 横川理容（有）

光進建設（株） くま川鉄道（株）

人吉市役所 ほうらい茶屋

（株）松坂建設 ＪＡくま

ハローワーク球磨 村田産業（株）

（株）白砂組 （有）アイデアル

税所牧場 矢田石油（有）

第
１
方
面
隊
第
１
分
団
第
４
部　
　

　
　
（
管
轄
：
上
新
町
・
下
新
町
・
願
成
寺
町
）

　

第
１
分
団
第
４
部
は
現
在
16
人
で
活
動

中
で
す
。
若
い
団
員
が
多
い
の
で
す
が
、

皆
、
使
命
感
に
燃
え
て
お
り
、
毎
年
12
月

は
地
域
の
方
々
が
安
全
で
安
心
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
、
防
火
・
防
犯
を
目
的
と

し
た
年
末
特
別
警
戒
を
毎
日
夕
方
自
主
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
区
域
が
広
く
世

帯
数
も
約
１
，
４
０
０
と
多
い
た
め
、
毎

月
10
日
の
例
会
時
に
は
区
域
の
見
回
り
と

機
械
点
検
、
同
じ
く
25
日
に
も
機
械
点
検

を
行
い
、
緊
急
出
動
に
備
え
る
と
と
も
に

団
員
の
士
気
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

悩
み
の
タ
ネ
は
、
以
前
に
比
べ
団
員
が

少
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が

増
え
て
い
る
た
め
参
集
率
を
保
つ
の
に
苦
労

す
る
こ
と
で
す
。
団
員
数
の
不
足
分
は
現

団
員
の
努
力
で
何
と
か
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す

が
、
防
災
力
向
上
の
た
め
に
も
、
と
に
か

く
仲
間
を
増
や
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
分
団
第
４
部
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
人

材
を
求
め
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
前
ま
で
フ

レ
ッ
シ
ュ
だ
っ
た
方
で
も
構
い
ま
せ
ん
！
い

や
、
こ
の
際
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
！
地
域

の
た
め
に
何
か
役
に
立
ち
た
い
、
友
人
を

増
や
し
た
い
、
結
婚
相
手
を
見
つ
け
た
い

…
。
理
由
は
何
で
も
結
構
で
す
！
区
域
在

住
ま
た
は
在
勤
の
男
性
で
健
康
な
方
、
一

緒
に
楽
し
く
消
防
団
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

入
団
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

問
合
せ　

市
地
域
生
活
課
危
機
管
理
係

（
☎
㉒
２
１
１
１
内
線
２
１
１
２
消
防
団

担
当
者
ま
で
）

て
い
ま
す
。
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
場
合
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
相
談
内
容
に
応
じ
て
関
係
部
署
に
ご

案
内
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
消
費
生
活
で
の
契
約
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

契
約
が
成
立
し
て
い
る
の
は
ど
れ
で
し

ょ
う
？

①
バ
ス
に
乗
っ
て
Ｊ
Ｒ
の
駅
ま
で
行
く
。

②
自
動
販
売
機
で
缶
コ
ー
ヒ
ー
を
買
う
。

③
神
社
に
初
詣
に
出
か
け
、
お
み
く
じ
を

１
０
０
円
で
引
く
。

④
ス
ー
ツ
の
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
に
頼
む
。

⑤
コ
ン
ビ
ニ
で
漫
画
を
買
う
。

正
解
は
来
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

〈
各
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数
〉

　

電
気
…
０
・
３
７
４　

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
…
6.0

　

水
道
…
０
・
３
６　
　

ガ
ソ
リ
ン
…
2.3

　

軽
油
…
2.6　
　
　
　

  

灯

油
…
２
・
４
９

（
算
出
例
）

　

電
気
の
使
用
量
×
電
気
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
係
数

（
０
・
３
７
４
）
＝
電
気
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

　

み
な
さ
ん
は
、
家
計
簿
を
つ
け
て
い
ま
す
か
？
家

計
簿
を
つ
け
る
と
、
無
駄
な
出
費
が
減
り
、
節
約
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
少
し
工
夫
す
る
と
環
境
保

護
に
も
役
立
ち
ま
す
。
そ
ん
な
お
得
な
家
計
簿
が
、

今
回
ご
紹
介
す
る
「
環
境
家
計
簿
」
で
す
。

　

環
境
家
計
簿
は
、
ご
家
庭
で
の
１
か
月
分
の
電
気

や
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
、
水
道
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
と
料
金
、
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸
化
炭
素
）
排
出
量
を

記
録
す
る
も
の
で
す
。
使
用
量
と
料
金
は
請
求
（
明

細
）
書
で
確
認
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、使
用
量
に
「
排

出
係
数
」
を
か
け
る
こ
と
で
算
出
で
き
ま
す
。

《
つ
け
て
わ
か
る
、
環
境
家
計
簿
の
す
ご
さ
》

●
家
庭
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
状
況
が
わ
か
る

●
記
録
し
て
、
比
較
す
る
こ
と
で
無
駄
を
発
見
で
き
る

●
省
エ
ネ
（
無
駄
を
減
ら
）
し
て
家
計
が
節
約
で
き
る

　

環
境
家
計
簿
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

上体起こしの様子
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実 施 医 療 機 関
愛甲産婦人科ひふ科医院 愛甲やすらぎ医院 有島耳鼻咽喉科医院 伊津野医院
上原整形外科医院 内山クリニック 岡医院 河野産婦人科医院
願成寺ごんどう医院 球磨病院 小林脳神経外科 しらおく内科クリニック

瀬戸産科婦人科医院（64歳以下のみ） 辻胃腸科・心療内科 辻循環器科・内科 たかはし小児科内科医院
高浜内科医院 たかみや医院 田中医院 田中クリニック
堤病院 堤病院附属九日町診療所 手塚病院 外山胃腸病院

とやまクリニック胃腸科肛門科 外山内科 豊永耳鼻咽喉科医院 浜田医院
人吉中央温泉病院 ひとよし内科 平井整形外科医院 ふかみ耳鼻咽喉科
万江病院 増田クリニック（64歳以下のみ） 三浦整形外科医院 光永医院

みのだ内科循環器科 やまぐちマタニティ

○ねんりんピックとは？
　60歳以上の方々を中心とするスポーツ、文化、健康と福祉の総合的な祭典で、「ねんりんピック」の愛称で親しま
れています。厚生省（現・厚生労働省）の創立50周年を記念して、昭和63年に兵庫県で開催されて以来、 毎年、各
都道府県の持ち回りで開催されています。 

○いつ、どこで開催されますか？
　第24回目となるくまもと大会は、来年（平成23年）10月15日（土）から18日（火）までの４日間、「火の国に
　燃えろ！ねんりん　夢・未来」をテーマに、人吉市を含む熊本県下９市４町で22種目が開催されます。

○人吉市ではどんな競技がありますか？
　人吉市では、囲碁交流大会が開催されます。また、交流大会期間中は、全国から来られた選手の皆さんとの交流イ
ベントなども同時に開催する予定です。
　市民みんなで機運を盛り上げ、選手の皆さんをおもてなしの心でお迎えしましょう！

人
吉
市
で
は
囲
碁
交
流
大
会
が
あ
る
よ
！

日
程　

平
成
23
年
10
月
16
日
（
日
）・
17
日
（
月
）

場
所　

ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス

問合せ　ねんりんピック２
ふ れ あ い

０１１熊本 人吉市実行委員会事務局
　　　　（市高齢者支援課高齢福祉係☎２２‒２１１１内線１２３１・１２３２）
　　　　http://www.nenrinpic2011.jp

季節性と新型、両方のインフルエンザに対応した予防接種です

65歳以上の方 64歳以下の方

申込期間

10月１日（金）～11月19日（金）
※実施医療機関の診療日、診療時間内。また、高
齢者支援課受付は平日の午前８時30分から午後
５時15分までです。

10月１日（金）～12月28日（火）
※実施医療機関の診療日、診療時間内

対象者

①予防接種時に満65歳以上の方
②60歳以上の方で、心臓・腎臓・呼吸器または
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能障害が
ある方（身体障害者手帳１級所持者）

予防接種時に満64歳以下の方

申込方法

　下記①～②のいずれかの方法で申し込んでくだ
さい。
①下記実施医療機関へ直接申し込み。
②市高齢者支援課窓口（市役所１階④番窓口）で
申し込み。

※本年は市民税の課税・非課税の確認についての
同意をいただく必要があるため、電話での申し
込みはできません。

下記実施医療機関へ直接申し込み。

接種期間 11月１日（月）～12月28日（火）
※実施医療機関の診療日・診療時間内

10月１日（金）～12月28日（火）
※実施医療機関の診療日・診療時間内

接種料金

１，４００円
※実施医療機関の窓口で接種時の支払いになりま
す。（生活保護世帯・市民税非課税世帯＝無料）
※上記の期間外の申し込み・接種については料金
が４，４００円になりますので、ご注意ください。

１回目＝３，６００円　２回目＝２，５５０円
（１回目と違う病院の場合３，６００円）
■生活保護世帯と市民税非課税世帯の方は期間内
に接種すると全額補助があります。実施医療機
関窓口で接種時に全額支払いをしていただき、
領収証、接種証明書、印鑑、金融機関の口座番
号の控えなどを持参のうえ、市保健センターで
申請手続きをしてください。※本年度は上記以
外の方への補助はありません。
■接種者が未成年の場合は保護者申請可。本人名
義の口座以外への振込みは「委任状」と「委任
者と受任者の印鑑」が必要です。
■補助金申請締切＝平成23年３月31日（木）

問合せ 市高齢者支援課高齢福祉係
☎２２‒２１１１内線１２３１

市保健センター健康政策係
☎２２‒２１１１内線６２３１
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カ
シ
ャッ

市長の部屋

ひと好し ちょっといい話
「先手あいさつ明るい笑顔、傘一本お茶一杯運動」を広げましょう

◎あて先
〒868‒8601
人吉市麓町16番地
秘書課広報広聴係　　まで
　

※住所、氏名（ペンネーム可）、年齢、

性別を記入してください。

※P15のポストカードをご利用下さい。

　
「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
私
を

育
て
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

　

先
日
開
催
し
た
「
ス
マ
イ
ル
フ
ェ

ス
タ
」
に
お
招
き
し
天
使
の
縦
笛
を

演
奏
し
て
く
れ
た
荒
川
知
子
さ
ん

が
、
私
と
の
別
れ
際
に
ご
両
親
に

言
っ
た
言
葉
で
す
。
荒
川
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
こ
と
は
「
オ
ハ
イ
エ
（
オ
ハ

ヨ
ー
！
と
イ
エ
ー
！
を
あ
わ
せ
た
言

葉
）」
と
い
う
宮
城
県
仙
台
市
で
開

催
さ
れ
て
い
る
音
楽
祭
の
記
録
映
画

の
上
映
会
で
知
り
ま
し
た
。
ダ
ウ
ン

症
を
持
ち
な
が
ら
も
澄
み
切
っ
た
縦

笛
を
吹
く
知
子
さ
ん
の
演
奏
を
、
市

民
の
皆
様
に
ぜ
ひ
聞
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
今
年
も
お
招
き
し
、
人
吉
市

の
「
幸
せ
の
親
善
大
使
」
に
も
任
命

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

知
子
さ
ん
が
ご
両
親
に
言
っ
た
こ

の
感
謝
の
言
葉
に
、
私
は
感
動
す
る

と
と
も
に
衝
撃
さ
え
覚
え
ま
し
た
。

優
し
い
言
葉
を
両
親
や
家
族
に
贈
れ

な
い
ど
こ
ろ
か
、
文
句
ば
か
り
言
っ

て
き
た
私
で
す
。
私
の
心
を
バ
シ
ン

と
ひ
っ
ぱ
た
い
て
く
れ
た
言
葉
で
し

た
。
そ
う
い
え
ば
「
万
歳
！
元
気
百

歳
」
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
、
１
０
１

歳
の
前
田
ハ
ナ
さ
ん
と
１
０
０
歳
の

茂
田
ヨ
シ
子
さ
ん
は
「
家
族
と
仲
が

良
い
こ
と
」
が
長
生
き
の
秘
訣
と
と

も
に
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

や
は
り
幸
せ
は
感
謝
の
言
葉
か
ら

生
ま
れ
る
の
で
す
ね
。
36
年
前
の
人

吉
青
年
会
議
所
の
理
事
長
が
唱
え
た

「
あ
り
が
と
う
運
動
」
が
、
身
に
染

み
て
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
遅
い
!?

私
の
働
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
は
保
険
証
が
必
要
で

す
。
い
ろ
ん
な
市
町
村
の
方
々

が
保
険
証
を
持
っ
て
こ
ら
れ
ま

す
が
、
人
吉
国
保
の
保
険
証
だ

け
が
ど
う
し
て
も
見
に
く
い
で

す
。
世
帯
主
と
住
所
を
表
に
書

い
て
い
な
い
の
は
人
吉
だ
け
で

す
。
裏
に
書
く
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
書

い
て
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
、
聞

い
て
も
分
か
ら
な
い
人
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
書
い
て

あ
っ
て
も
略
式
で
す
。
表
に
表

示
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

こ
の
道
17
年
!! 

さ
ん

●

（
市
保
険
年
金
課
か
ら
お
答
え

し
ま
す
。）

　

市
で
は
平
成
19
年
度
か
ら
保

険
証
を
カ
ー
ド
型
に
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
高
齢
者
に
配
慮

し
、
文
字
が
小
さ
く
読
み
づ
ら

く
な
ら
な
い
よ
う
氏
名
な
ど
の

文
字
を
大
き
く
し
た
た
め
、
世

帯
主
名
や
住
所
を
表
示
す
る
ス

ペ
ー
ス
が
取
れ
な
く
な
っ
た
も

の
で
す
。
平
成
23
年
度
に
予
定

し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
の
更
新
時

に
改
善
を
考
え
て
い
ま
す
。

大
連
で
小
学
校
４
年
生

だ
っ
た
こ
ろ
の
私
の
担

任
の
先
生
が
、
と
て
も
人
柄
の

良
い
先
生
で
忘
れ
ら
れ
な
い
方

で
し
た
。

　

人
吉
に
引
き
揚
げ
ら
れ
「
景

色
も
食
べ
物
も
と
て
も
良
い
と

こ
ろ
だ
か
ら
、
一
度
遊
び
に
来

な
さ
い
」
と
便
り
を
頂
い
て
い

た
の
で
す
が
、
も
う
亡
く
な
ら

れ
た
と
い
う
こ
と
で
お
会
い
で

き
ず
残
念
で
す
。

　

で
も
、
私
は
そ
の
先
生
が
話

さ
れ
た
よ
う
に
、
人
吉
が
と
て

も
美
し
い
景
色
に
恵
ま
れ
、
住

ん
で
い
る
方
々
が「
ひ
と
よ
し
」

と
言
わ
れ
る
く
ら
い
優
し
く
心

温
か
い
持
ち
主
と
思
っ
て
い
ま

す
。
日
本
中
ど
こ
を
回
っ
て
も

似
た
よ
う
な
風
景
で
、
人
情
も

薄
く
昔
の
よ
う
な
日
本
で
は
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
貴

重
な
人
吉
を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。
市
民
の
歌
は
と
て
も
よ
い

　

こ
の
ペ
ー
ジ
へ
の
市
民
の
皆

様
か
ら
の
お
た
よ
り
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

広
報
ひ
と
よ
し
を
読
ん
だ
感

想
や
人
吉
へ
の
思
い
、
あ
な
た

の
ま
わ
り
で
起
こ
っ
た
身
近
な

出
来
事
な
ど
を
書
い
て
お
送
り

く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら

の

お
た
よ
り

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
さ
ん
か

ら
の
お
便
り
を
紹
介
し
ま
す
。

詩
で
何
度
も
読
ん
で
い
ま
す
。

山
本
善
太
さ
ん（
千
葉
県
在
住
）

●

　

相
良
７
０
０
年
の
歴
史
と
伝

統
の
ま
ち
「
ひ
と
よ
し
」
を
、

市
民
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

医療のお話し

今月のドクター

白
し ら き

木　佐
さ き こ

紀子 さん
くま川鉄道（株）
『毎日のお客様との
ふれあいが楽しみで
す。これからも頑張
ります。』

人吉市医師会 会長　外山 博之

救
急
フ
ェ
ア
で
「
ロ
ー
プ
渡

り
体
験
」
を
頑
張
っ
て
い
る

男
の
子
。
あ
こ
が
れ
の
消
防

士
に
な
っ
た
気
分
は
ど
う

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

今月のナイスショット！

　

皆
さ
ん
は
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」
と
い
う

病
気
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や

生
活
習
慣
病
の
高
血
圧
、
糖
尿

病
、
高
脂
血
症
な
ど
は
よ
く
ご
存

じ
と
思
い
ま
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
は
慢

性
腎じ

ん
ぞ
う臓

病
の
こ
と
で
、
腎
臓
の
働

き
が
少
し
悪
い
状
態
や
タ
ン
パ
ク

尿
が
３
か
月
以
上
続
く
と
Ｃ
Ｋ
Ｄ

と
診
断
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
日
本

で
の
患
者
数
は
約
１
，
３
０
０
万

人
と
言
わ
れ
て
お
り
、
成
人
の
８

人
に
１
人
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、
糖

尿
病
、
高
血
圧
に
続
く
「
新
た
な

国
民
病
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。
昔
か
ら
、
腎
臓
の

病
気
は
一
度
か
か
っ
て
し
ま
う
と

な
か
な
か
治
ら
な
い
と
い
い
ま
す

が
、
最
近
で
は
良
い
薬
や
治
療
法

が
あ
り
、
治
ら
な
く
て
も
あ
る
程

度
の
進
行
予
防
が
可
能
な
病
気
で

す
。
腎
臓
が
悪
く
な
る
原
因
に

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
あ
り
ま

す
。
日
本
透
析
医
学
会
の
調
査
に

よ
る
と
、
最
も
進
行
し
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ

で
あ
る
末
期
腎
不
全
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
５

期
）
に
よ
る
透
析
導
入
患
者
の
約

40
％
が
糖
尿
病
性
腎
症
で
、
長
期

の
糖
尿
病
や
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

不
足
が
原
因
と
な
り
透
析
に
至
り

ま
す
。
次
に
慢
性
腎
炎
が
約
30
％

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
健
診
な

ど
で
タ
ン
パ
ク
尿
や
尿
潜
血
な
ど

を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
気
づ
く
こ

と
が
多
い
疾
患
で
す
。
第
３
の
原

因
と
し
て
は
約
７
％
の
方
が
高
血

圧
性
腎
硬
化
症
で
、
加
齢
や
高
血

圧
を
中
心
と
し
た
生
活
習
慣
病
に

よ
っ
て
腎
血
管
の
動
脈
硬
化
が
進

む
こ
と
が
そ
の
原
因
で
す
。
こ
れ

ら
３
つ
の
基
礎
疾
患
が
全
透
析
者

の
80
％
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
発
症
し
て
10
〜
20
年
経

過
し
て
透
析
導
入
と
な
る
た
め
、

生
活
習
慣
病
な
ど
を
比
較
的
早
い

う
ち
か
ら
医
学
的
管
理
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
そ
の
病
態
に
よ
っ
て

５
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
最
初

の
ス
テ
ー
ジ
①
②
で
は
自
覚
症
状

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
検
尿
で
タ
ン

パ
ク
、潜
血
が
出
る
く
ら
い
で
す
。

実
際
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
の
70
％
以
上

の
方
が
健
診
を
き
っ
か
け
に
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
腎
臓

が
悪
化
し
て
ス
テ
ー
ジ
③
④
に
進

ん
で
い
く
と
、
む
く
み
や
血
圧
の

上
昇
、
タ
ン
パ
ク
尿
の
増
加
な
ど

が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
病

気
が
進
み
ス
テ
ー
ジ
⑤
に
な
る

と
、
い
わ
ゆ
る
尿
毒
症
の
症
状
が

出
現
し
て
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

症
状
に
加
え
て
倦け

ん
た
い怠

感
、
食
欲
不

振
、
吐
き
気
、
頭
痛
、
貧
血
な
ど

が
起
こ
っ
て
く
る
の
で
、
こ
の
段

階
に
な
る
と
残
念
な
が
ら
透
析
導

入
を
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
り
ま

す
。
最
後
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
治
療
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
何
と
言
っ
て
も
Ｃ
Ｋ
Ｄ

の
原
因
で
あ
る
生
活
習
慣
病
の
治

療
を
的
確
に
行
う
こ
と
が
第
一
で

す
。
す
な
わ
ち
、
高
血
圧
の
方
は

血
圧
の
管
理
、
糖
尿
病
の
方
は
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
最
も
大
事
な

こ
と
で
す
。
適
切
な
薬
物
療
法
と

と
も
に
メ
タ
ボ
対
策
も
必
要
で

す
。
な
か
で
も
食
事
療
法
は
大
変

重
要
で
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
多
少

異
な
り
ま
す
が
、
初
期
か
ら
中
期

ま
で
は
タ
ン
パ
ク
質
と
塩
分
の
摂

取
制
限
、
末
期
に
な
る
と
こ
れ
に

加
え
て
カ
リ
ウ
ム
、
リ
ン
制
限
と

と
も
に
貧
血
対
策
も
必
要
で
す
。

日
常
生
活
で
は
散
歩
な
ど
の
軽
い

運
動
は
勧
め
ら
れ
ま
す
が
、
激
し

い
ス
ポ
ー
ツ
は
避
け
た
ほ
う
が
よ

い
で
し
ょ
う
。
特
に
夏
場
は
熱
中

症
や
脱
水
に
注
意
し
、
適
切
な
水

分
管
理
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
。
冬
場
は
カ
ゼ
の
予
防
な
ど
に

注
意
し
て
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、

暴
飲
暴
食
や
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る

よ
う
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
健
診

で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
ら
、
た
と

え
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
放
置
せ

ず
内
科
専
門
医
と
相
談
の
う
え
適

切
な
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ほ

か
の
病
気
と
一
緒
で
、早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
Ｃ
Ｋ
Ｄ
予
防
の
最
大

の
決
め
手
で
す
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
っ
て
ど
ん
な
病
気
？
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〒
868-8601　

熊
本
県
人
吉
市
麓
町
16
番
地

http://w
w
w
.city.hitoyoshi.lg.jp/　

　
info@

city.hitoyoshi.lg.jp
☎
（
0966）

22-2111　
℻
  （
0966）

24-7869 本当に暑かった今年の夏。
例年より開花が遅れていた
ヒガンバナも、ようやく市内
の至るところで見るようにな
りました。いよいよ秋到来
です。

ヒガンバナ
（９/24・上戸越町）

広
報
ひ
と
よ
し
　
平
成
22
年
10
月
号
　
第
９
２
４
号

編
集
後
記

　

先
日
、
風
邪
を
引
い
て
し

ま
い
ま
し
た
。
私
の
風
邪
は

治
る
ま
で
２
週
間
か
か
っ
て

し
ま
う
の
で
、
い
つ
ま
で
も
マ

ス
ク
の
取
れ
な
い
私
を
見
て
、

周
り
の
人
た
ち
か
ら
「
ま
だ

治
ら
ん
と
？
」
と
言
わ
れ
、

申
し
訳
な
い
や
ら
、
情
け
な

い
や
ら
…
。
し
か
も
、
鼻
水

が
止
ま
ら
ず
、
耳
鼻
科
へ
行

く
と
、ど
う
や
ら
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
検

査
も
す
る
こ
と
に
。
診
察
が

終
わ
り
、
会
計
を
済
ま
せ
よ

う
と
す
る
と
「
７
千
円
に
な

り
ま
す
。」
と
言
わ
れ
び
っ
く

り
。
結
局
、
薬
代
を
合
わ
せ

る
と
１
万
円
程
に
…
。
健
康

の
大
切
さ
が
身
に
染
み
て
わ

か
り
ま
し
た（
涙
）

編
集
室
か
ら

　

人
吉
球
磨
地
方
で
は
梨
の
栽

培
が
盛
ん
で
、
幸
水
、
新
世
紀
、

二
十
世
紀
、
豊
水
、
あ
か
づ
き
、

新
高
、
新
興
と
い
っ
た
品
種
が
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

７
月
中
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か

け
て
収
穫
さ
れ
、
全
国
各
地
に
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
梨
の
成
分
の

90
％
は
水
分
で
す
が
、
疲
労
回
復

や
高
血
圧
予
防
、
利
尿
作
用
、
整

腸
作
用
の
ほ
か
に
肉
類
の
消
化
を

助
け
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
生
食

は
も
ち
ろ
ん
、
砂
糖
で
甘
く
煮
て

コ
ン
ポ
ー
ト
に
し
た
り
、
す
り
お

ろ
し
て
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
に
使
っ
て

も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。
こ

の
料
理
は
梨
を
タ
レ
に
使
っ
た
料

理
で
す
。
梨
を
使
う
こ
と
で
肉
が

柔
ら
か
く
な
り
、
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
ま
す
。

梨とハチミツのチキン焼き

〔
ひ
と
よ
し
の
ご
ち
そ
う
〕

①鶏肉に酒と塩で下味をつけておく。②梨は半分すりおろし、残りは千

切りにする。③ニンニクはすりおろしておく。④ハチミツ、濃口しょう

ゆと❷❸を混ぜ合わせ肉を漬け込む。⑤オーブンで 10 ～ 15 分焼いた

ら出来上がり。※油を敷いたフライパンで焼いてもよい。

鶏モモ肉（80g 位・4枚）／梨（80g）／ニンニク（1かけら）／酒（大

さじ 1）／塩（少々）／ハチミツ（小さじ 2）／濃口しょうゆ（大さじ 2）

【材　料】
（4人分）

【作り方】

レシピ

９月 17日の給食メニュー
・五目ごはん
・つみれ汁
・梨とハチミツのチキン焼き
・ミニトマト
・牛乳
中学生＝７９０kcal
小学生＝６４９kcal

給食センターでは、普段子
どもたちが食べている給食
の試食ができます。（有料）
詳しくは給食センター
（☎２３‒５０５２）まで


